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小・中学校におけるタブレット端末を活用した

教育実践とその効果の検証 
 

上田晴彦†  
 
タブレット端末はパソコンや携帯電話とは異なった機能を持つ第三の情報機器
である。タブレット端末は教育機器としての魅力も備えていると考えられるが，
教育実践事例の積み重ねが不足しているため，その有効性については不明な点も
多い。本研究では代表的なタブレット端末である iPad を利用し，小・中学校教
育におけるタブレット端末を活用した教育実践をおこなった事例，およびアンケ
ート調査結果について報告する。さらに小・中学校教員を対象とするタブレット
端末の教育利用に関するアンケート調査もおこなったが，その結果も合わせて報
告する。これらの調査結果から，タブレット端末は操作が簡単であることが最も
魅力的であり，小・中学校現場での教育効果が期待できそうなことが分かった。 

 

Educational Practice by Using Tablet Terminal 
and Verification of its Effects in Elementary and 

Junior High Schools 
 

HARUHIKO UEDA† 
 
Tablet terminal is the third information device with functions that is different from a 
personal computer and a cellular phone. Although the tablet terminal seems to have 
desirable characters as educational information device, accumulations of educational 
practice case examples are insufficient, and this causes difficulty to discuss the 
educational effectiveness of the tablet terminal. In the present study, we introduce 
education practice cases that the tablet terminal (iPad) is used in elementary and junior 
high schools. After these educational practices, questionnaire surveys were carried out to 
confirm educative effects. In addition, questionnaires about educational use of the tablet 
terminal to elementary and junior high schools teachers were performed, and the result is 
also reported. From these questionnaires, we find that extremely simple operation of the 
tablet terminal is the most attractive character. We also find that it will be effective in 
elementary and junior high schools educations. 

 
 
 

1. はじめに  

現在の情報機器は，多機能であるが機動性の乏しいパソコンとその逆の特性を持つ

携帯電話に二極化されている。タブレット端末はパソコンと携帯電話に機能や用途が

二極化する中で，初めて広く普及した第三の情報機器である。パソコンや携帯電話も

教育分野の機器として開発されたわけではないが，両者とも学校教育の場で活用例が

積み上げられたおかげで，利用法もある程度確立してきた。ところがタブレット端末

についてはその新規性もあり，教育分野での活用事例の蓄積が不十分である。特にパ

ソコンや携帯電話とは異なった教育利用法については，不明な点も多い。しかし以下

に述べるように，タブレット端末は教育機器として魅力的な点がある 1)。 
教育機器として見た場合のタブレット端末の特徴は，以下の３点にまとめられる。

第 1 の特徴は，その機動性である。タブレット端末は電源を切らず待機モードにして

おき，起動と待機を瞬時に行う利用方法が一般的である。これは機器を尐し使い，ま

た講義に戻るといった，講義の隙間に利用をおこないたい場合は効果的である。機動

性の乏しいパソコンには，このような使い方は難しいであろう。 

第 2 の特徴は，入力インターフェースである。タブレット端末で利用されるタッチ

パネル方式は，パソコンで利用されるキーボードやマウスに比べ，正確で素早い入力

が困難という欠点はある。しかしタブレット端末で多用されるのは画面上を掃くよう

な操作「スワイプ」や，タッチパネルに 2 本の指を乗せ画面上の対象物を拡大縮小す

る「ピンチイン」「ピンチアウト」等の操作であり，極めて直観的で訓練不要というメ

リットがある。一般にキーボード入力にはブラインドタッチ等の訓練が必要である。

また訓練など必要ないと考えられるマウス入力も，ダブルクリック等の操作は小学生

や高齢者にとって難しいようである。タブレット端末の入力方法は訓練を全く必要と

しない点で，小学生や高齢者など本格的な情報教育を受けたことがない利用者に対す

る教育機器として，魅力的である。 

第 3 の特徴は，携帯電話に比べて画面が大きいことである。第１，第 2 の特徴はタ

ブレット端末だけでなく，携帯電話にも当てはまる。ところが携帯電話は持ち運びの

利便性を重視しているため画面が小さく，教育機器としては限界があった。一方，タ

ブレット端末はノートパソコンと比べても遜色ない大きな画面を持つため，携帯電話

では難しかった電子教科書や電子書籍等の観閲がおこない易くなった。これはタブレ

ット端末を教育機器としてみた場合，携帯電話にはない特徴であると言える。 

タブレット端末が教育機器として魅力的な理由は，上で述べた通りである。しかし

実際に教育利用する長所を探すとなると，特に携帯電話との住み分けが難しい部分が

ある。端的に言うとタブレット端末は多機能携帯電話（スマートフォン）の画面が大
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きくなっただけとも考えられるので，画面の大きさを積極的に活用するぐらいしか，

携帯電話を超える特徴が出せないからである。現状では画面の大きさを生かしたイン

ターネットでの調べ学習や電子教科書の閲覧等が，利用法として確立されているに過

ぎない。これらを超える利用法については精力的に検討されているものの，実践事例

が積み重なっておらず教育効果を十分に議論するレベルには達していない。そのため

本研究ではタブレット端末の代表的製品である iPad を利用し，小・中学校教育におけ

るタブレット端末を活用した教育実践をおこなった事例，およびアンケート調査結果

について報告する。さらに小・中学校教員を対象としたタブレット端末の教育利用に

関するアンケート調査結果についても，あわせて報告する。 

 

２．小・中学校教育におけるタブレット端末 
２.１ 小・中学校教育におけるコンピュータ教育の問題点 

 小・中学校教育における体系的な情報教育は，2002 年度から実施された学習指導要

領から始まった 2,3)。さらに小学校では 2011年度から実施が開始され，中学校では 2012

年度から実施予定の新学習指導要領では，以前に比べより高度な目標が情報教育に設

定されることとなった 4,5)。情報教育を高度化させるべくなされた主な変更点は，以

下のとおりである 6)。小学校における情報教育は「総合的な学習の時間」を中心に全

教科を通じ，コンピュータなどの情報機器を手段として情報活用の実践力をはぐくむ

ことを目標としている点は変わらない。しかしコンピュータで文字を入力するなどの

基本的な操作，及び情報モラルの習得・活用が明記された点が大きく異なる。また情

報活用の実践力，情報社会に参画する態度についても学習させるように求めている点

も新しい。一方中学校における情報教育も，主に技術・家庭科の技術分野で取り扱わ

れることに変わりはない。しかし内容をよく見ると，情報通信ネットワークと情報モ

ラルに主眼を置いたものとなっており必修だったコンピュータリテラシーについては

小学校に移されていること，選択項目であったマルチメディアやプログラムと計測・

制御が必履修となったことなど，内容が高度化している。このような変更を概観する

と，いじめや学級崩壊などの現在の教育が抱えている問題点解決し「生きる力」をは

ぐくむ上で，情報教育が欠かせないとの認識があることが伺える。 

しかしながら新学習指導要領のもとで，小・中学校において情報教育を高度化する

ことの困難さについても，理解をしておく必要がある。小学校教育では情報教育に特

化した教科が設定されているわけではないので，「総合的な学習の時間」を中心として

情報教育がおこわなれることになる。しかし新学習指導要領ではいわゆる「ゆとり教

育」への批判から，算数・理科を中心に教授内容の増大がおこなわれており，そのう

え小学校５・６年生からの英語教育も新たに導入された。それに連動して旧学習指導

要領の目玉であった総合的な学習の時間が大幅に削減されてしまい，現実問題として

情報教育をおこなう貴重な時間が失われてしまった。中学校教育についても新学習指

導要領の「脱ゆとり教育」は鮮明であり，理数教科の内容増加以外でも英語教育でも

学習する単語数が増加するなど，主要科目の大幅な学習内容・時間の増加がはかられ

た。逆に情報に関する授業時間は約２２時間となり，旧学習指導要領の４４時間の約

半分になってしまった。このような変更を考えると，新学習指導要領では情報教育の

高度化が提唱されているにもかかわらず，従来と同じ発想のもとでは情報教育を縮小

せざるを得ないことになってしまう。また新学習指導要領の目標そのものにも，問題

点がある。例えば小学校でコンピュータでの文字入力を中心とした操作を習得するこ

とが明記されているが，手の小さい児童が大人用のキーボードで入力をおこなうのは

困難を伴うと予想される。また中学校で必履修となったプログラムと計測・制御では

「プログラムの機能を知り，簡単なプログラムの作成ができること」と記されている

が，限られた時間でプログラムの作成が出来るようになるには，通常利用されている

一般的なプログラム言語では難しい。そのため中学生でも利用可能な特殊なプログラ

ム言語を学ぶことになるが，高等学校以後で再度実用的なプログラム言語を学ぶ，と

いう二重の手間を要することになる。またプログラムを作成するためには，その基礎

となるアルゴリズムに関する理解が欠かせないが，必履修化したためにその理解を全

中学生に求めることになってしまった。いずれにしても小・中学校における情報教育

は，大きな転換点を迎えているのである。 

 

２.２ タブレット端末の可能性 

先に見たように，新学習指導要領では時間数が大幅に削減されたうえで，より高度

な情報教育をおこなうことが求められる，という困難を抱えることになってしまった。

それを打破するためには他教科のなかでコンピュータを積極的に活用する以外にない

のであるが，そのためには児童・生徒がコンピュータルームへ移動することが必要と

なり，利用回数はごく限られたものになるという悩ましい現実にぶつかる。そしてこ

のような状況の下で，タブレット端末の流行が始まったのである。タブレット端末な

ら通常の教室で利用が可能であるうえ，起動の早さゆえ授業の合間に利用することも

出来る。これは各教科で情報教育をおこなう上で大きなメリットである。それに加え

て，タブレット端末にはコンピュータや携帯電話では実施が難しい以下のような利用

法も可能となった。 

最初に挙げたいのが画像・音声を利用した電子書籍としての利用である。近年は印

刷と製本というプロセスを経て作られる通常の書籍とは異なり，電子機器のディスプ

レイで読むことができる出版物としての電子書籍が注目を集めてきている。米国では

電子書籍リーダーの普及率が 1 割を超えたようであるが，日本でも青空文庫のように

著作権が消滅した文学作品，著作権者が許諾した文学作品を収集・公開しているイン

ターネット上の電子図書館が出現した。また自作の文章をインターネット上に公開し，

口コミで評判が広がるケータイ小説も普及している。もちろん空き時間に小説を楽し
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むには，携帯電話で十分であろう。しかし近年では紙の書籍では不可能な，ハイパー

リンク・動画・音声・振動（バイブレーション）などを併用したコンテンツが登場し

たが，画面が小さい携帯電話ではその機能を楽しむことは難しい。一方ある程度の画

面の大きさを持つタブレット端末なら，このようなタイプの書籍の閲覧に適するであ

ろう。 

次に指を使った入力でのアプリケーション利用である。パソコンではキーボードに

よる入力が主であるが，手の小さな小学生はキーボードを扱うのに不利なだけでなく，

無理な入力練習を長時間おこなうと腱鞘炎等の障害を引き起こす可能性すらある。一

方タブレット端末はタッチパネル方式であり，さらにいくつかのアプリケーションで

は手書き入力すら可能である。これは訓練を要するキーボード入力を必要としない点

で優れており，この特徴を生かしたアプリケーションは，特に小学生などの低年齢層

には向いていると考えられる。 

最後に手に持って動かす操作を前提としたアプリケーション利用である。これはや

や特殊な学習状況での活用法であるため，理科教科の天文分野の学習支援をおこなう

という状況下で，その特徴を述べる。天文単元は教育困難分野として知られているが，

その主原因は昼間の通常授業時間内に夜間観察が出来ないことによる。昼間に疑似的

な星空観察体験をさせることが天文教育には必要なのであるが，そのためには情報機

器の積極的な利用が欠かせない。ところでタブレット端末や携帯電話（主にスマート

フォン）には，星座早見の電子版としての利用を目的として作成されたアプリケーシ

ョンがある。この種のものを利用すると，タブレット端末やスマートフォンを向けた

方向の星の配置が画面に表示され，星空観察をおこなうのに便利である。このような

ことが出来る理由は，これらの情報機器には自分が向いている方向を示す方位磁針機

能（コンパス機能）が搭載されているためである。もちろんこの種のソフトはタブレ

ット端末用だけでなく，スマートフォン用にも同時開発されているものが多い。その

ため夜間の天体観測を助ける情報機器として見た場合，タブレット端末とスマートフ

ォンで本質的な違いはない。場合によっては持ち運び便利なスマートフォンでの利用

が望ましい場合が多いであろう。ところが昼間の教室で利用する教育機器として見た

場合，両者には違いが出てくる。スマートフォンは画面が小さすぎるため，広がりを

もった星空の配置を実感することには不向きなのである。あくまでスマートフォンは

現在見えている星の方向に指し示すことでその名前を知るという夜間天体観測の補助

機器としては適しているのであり，昼間の教室内においての疑似的天体観察には不向

きである。逆に十分な画面の大きさを持つタブレット端末はスマートフォンに比べ機

動性が务るので，天体観測アプリケーションとしてのメリットはない。しかし疑似的

な天体観測が体験できるということは，天文教育における観察学習においては大きな

メリットである。タブレット端末を手に持ち，いろいろな方向を見たり画面の拡大・

縮小したりすると，実際に星空観察している錯覚に陥る場合がある（図１参照）。教室

を尐し暗くするとより効果が増す。このような錯覚は画面の小さいスマートフォンで

は難しい。いずれにしても，手に持って操作するというパソコンにはない使い方は，

教育機器としてのタブレット端末の価値を大いに高める利用法と言える。 

 

 
図１．昼間見えるはずのない夜空をタブレット端末で見る 

 

３．アンケート調査結果 
３．１ 小・中学生に対するアンケート調査結果 

 以上みたように，タブレット端末はコンピュータや携帯電話にはない機能を持って

おり，教育機器としての魅力は大きい。そこでタブレット端末として ipad を想定し，

それを利用した教育実践を，秋田県内の小学校（大仙市立太田南小学校）及び中学校

（秋田市立城南中学校）でおこなった。先にも述べたように各教科でタブレット端末

を活用するということで，理科教科での利用を試みた。具体的には両校で実施した「昼

間の教室で星空観察をおこなおう」という天文単元での授業実践で，タブレット端末

を利用した。児童たち・生徒たちは天文単元に入る直前の状態であったため，宇宙に

関する興味関心を高めるという授業目的は共通であり，授業時間はともに５０分であ

った。なお本教育実践では iPad 用の星座早見ソフト「planets」を両校とも，月面・

惑星観察をおこなう「moon globe」・「skyORB」を，それぞれ太田南小学校・城南中学

校で利用した。なお今回の授業実践は，以下の状況での実施となったことを申し添え

ておく。 

 

１） 受講者全員に一人一台ずつ iPad を配布し，操作を各自が体験 

  秋田大学で採択・実施された「まなびの総合エリアを養成・研修拠点とした統合 
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型教員養成プロジェクト」により，ICT 環境の整備を行いその授業活用をめざし 

た研究がスタートした。その課題の一つとして「iPad を活用した教育実践研究」 

が挙げられ，その実施のために新規に iPad が 50 台導入された。本授業実践では， 

これらの iPad を利用した。 

 

２） ネットワークには接続せず，一般的なアプリケーションのみを利用 

タブレット端末は，本来はネットワークに接続した利用が想定されている。しか

し現状の小中学校では教室内の無線 LAN の環境整備が十分でないため，本授業実

践ではネットワーク接続しない状況で利用せざるを得なかった。また特殊なアプ

リケーションを利用することを避け，誰でも手に入れることが出来る無料のアプ

リケーションを用いた実践研究に限定した。 

 

このような状況下で教育実践をおこなった後，タブレット端末の教育効果における

アンケート調査を実施した。調査に協力してくれたのは，授業を受講してくれた太田

南小学校６年生２１名（男子１０名，女子１１名）と城南中学校３年生２２１名（男

子１１９名，女子１０２名）である。調査項目は７つあり，それぞれパーセンテージ

で結果を棒グラフ表示した。いずれも上が太田南小学校，下が城南中学校の結果であ

る。 

最初にタブレット端末の使い心地（使いやすい・使いづらい）についての結果を図

２に挙げる。また使いやすかった点・使いづらかった点を複数回答可で挙げてもらっ

たが，結果は図３・４のとおりであった。これらの結果から受講者のほとんどがタブ

レット端末の使いやすいと回答していること，特に操作が簡単な点及び画面の大きさ

について高評価をしていることが分かった。 
 

 
図２．タブレット端末の使い心地 

 
図３．タブレット端末の使いやすい点 

 

 
図４．タブレット端末が使いづらい点 

 
さらにタブレット端末を利用した学習がどの程度興味を持って受け入れられたか，

に関する調査をおこなった。図５は planets を使って星空観察を疑似体験した場合の，

図６は moon globe 及び skyORB を使って月面・惑星観察を疑似体験した場合の，学習

の面白さに対する評価結果である。明らかにタブレット端末の利用は高い評価を得て

いるが，今回の授業実践を経験してみて，手に持ってかざした方向の星空を見るとい

うパソコンでは出来ない操作，拡大・縮小が容易に実行でき詳細かつ全体を見渡した

観察が簡単に出来る，の 2 点が評価されたと感じている。以上より，教育機器として

のタブレット端末の特徴が授業内容を魅力的にしていると結論付けてよいと思われる。 
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図５．星空観察は面白いか 

 

 
図６．月面・惑星観察は面白かったか 

 

もちろん面白いだけでは，教育機器として成功とは言えない。タブレット端末を利

用した学習がどの程度知識の獲得に有効であるかについても調査もおこなう必要があ

るが，それを「今回の授業を通して知識が増えたと感じるか」という聞き方で調査し

た。結果は図７となり，尐なくとも知識獲得効果があったと感じた受講生が多数を占

めたことがわかった。ただし客観的なテスト等をおこなった定量的結果ではないので，

知識獲得効果があったと結論付けることには慎重であるべきである。実はタブレット

端末に限らず情報機器の利用が学習効果にどの程度効果があるのか，についてはあま

りはっきりとした結論が出ていない 7,8,9)。この点は情報機器を教育利用する際には大

切な事項であるので，今後続けて調査していきたいと考えている。 

 
図７．知識が増えたと感じるか 

 

最後に「授業で使うならどれを希望するか」という質問でパソコン・タブレット端

末・携帯電話の中から選んでもらったが結果は図８の通りであり，タブレット端末は

高い評価を受けた。ただしこれはタブレット端末のみを利用した直後の調査結果であ

り，割り引いて考えないといけない可能性があることも指摘しておきたい。 

 

 
図８．どれを利用したい？ 

 

 以上まとめると，タブレット端末の利用した今回の授業実践は，小・中学生には好

意的に受け入れられたと結論付けて良いと思われる。iPad の目新しさもあったとは思

われるが，パソコンと全く違った魅力を持つタブレット端末の可能性を感じてくれた

と理解している。なおここでの結果は，タブレット端末を理科教育に利用した際のア
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ンケート調査である。しかし今回の授業実践ではタブレット端末の特徴を生かす工夫

をしたにせよ特殊な利用をしていないので，他の単元や教科でタブレット端末を利用

した際も同じような傾向が出ると予想される。 

 

３．２ 小・中学校教員に対するアンケート調査結果 

タブレット端末を理科教育（天文単元）に利用した際の児童・生徒に対するアンケ

ート調査は，先に報告したとおりである。ただしそのデータだけでは，タブレット端

末の教育的有効性に関する洞察を得るには不足である。そこで理科教育から離れ，さ

らに小・中学校教員から見たタブレット端末の教育利用に関する有効性についての調

査結果も報告する。この調査は，秋田県南部にある横手市立浅舞小学校で開催された

横手市メディア教育部会での講演中に実施したものである。メディア教育部会の出席

者は小学校教員３４名，中学校教員および指導主事等の先生方１７名，合計５１名で

あった。 

メディア教育部会の前半でタブレット端末（iPad）を利用した共同模擬授業をおこ

なったが，その概要は以下のとおりである。（なお本授業に参加してくれたのは，浅舞

小学校６年生の児童たちである。）児童たちには授業開始前に，コンピュータに対して

どのような点を不満に思っているか（例えば起動が遅い，入力が大変など）を挙げて

もらっておいた。それを解決する可能性のある情報機器として，浅舞小学校の加藤・

高橋両先生がタブレット端末（iPad）を紹介した。その後は私と加藤・高橋先生と一

緒に児童たちにタブレット端末を操作体験してもらうことで，パソコンとどう違うの

かについて考えてもらった。利用したソフトは先に紹介した「planets」のほか「サー

カスが燃えた」，「日本一周」である。「planets」ではタブレット端末をいろいろな方

向に向けることで星空が再現できる，というパソコンでは不可能な操作を体験しても

らった。「サーカスが燃えた」は作家の佐々木譲氏の体験に基づく童話を電子書籍にし

たものであるが，最大の特徴は動く絵と音楽と一体になった読書ができる点にある。

手元に置いた状態で音響効果を楽しみながら読書が出来る，というタブレット端末の

特徴を堪能してもらった。最後に「日本一周」で県名を答えるクイズ形式のソフトを

楽しんだ。これは県名を画面上に指先で漢字を書いて答える形式をとっているが，こ

れによってパソコンと違う入力方式を体験してもらった。なおこの授業は，メディア

教育部会の小・中学校教員の先生方が参観するなかで実施された。 

メディア教育部会の後半では，「新しいメディアを使った授業の未来」というテー

マのもと，タブレット端末の教育的利用に関する講演をおこなう機会を頂いた。聴講

者は先に述べた５１名の小・中学校教員の先生方である。講演会では教育機器として

みた場合のタブレット端末の長所及び利用例を中心にお話ししたが，その中でタブレ

ット端末を操作してもらった。タブレット端末に初めて触れたという先生方が多数を

占めたが，今回の授業参観・講演会での操作体験を通してタブレット端末の教育的効

果について何らかの意見をお持ちになったと思われる。現場の小・中学校教員のタブ

レット端末に対する評価を知るために，講演終了後にアンケート調査をおこなった。

ここではその結果を報告するが，調査項目は５項目である。結果はパーセンテージで

棒グラフ表示したが，いずれも上が小学校教員，下が中学校・その他の教員の結果で

ある。 

最初にタブレット端末の使いやすさに対する調査結果を挙げる。どちらとも言えな

いと答えた２名の小学校教員がいるため１００％とはならなかったが，使いづらいと

した教員はいなかった。また使いやすかった点・使いにくかった点を複数回答可で挙

げてもらった。結果は図９・１０・１１のとおりであった。 

 

 

図９．タブレット端末の使い心地 

 

 

 
図１０．タブレット端末の使いやすい点 
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図１１．タブレット端末が使いづらい点 

 
 次に教育機器としての可能性についての調査を試みたが，その結果は図１２・１３

のようになった。図１２より小学校教員の方が全般的にタブレット端末に対してより

好意的であることが見て取れる。また図１３より受講者を対象とした図８に比べてパ

ソコンを利用したい，という割合が多かったことも特徴である。ただしこれらは限ら

れたサンプル数での結果であり，簡単に一般化できないことに注意すべきである。 
 

 
図１２．タブレット端末を利用すると授業の魅力が増すと感じるか 

 

 
図１３．どれを利用した授業をしたいか 

 

以上まとめると，タブレット端末は，小・中学校教員にも好意的に受け入れられた

と結論付けて良いと思われる。スマートフォンを日常的に利用している教員も多いた

めであろうか，操作方法についてもほとんど違和感がないように思われた。ただし小

人数ではあるが，タブレット端末の利用に懐疑的な教員がいたことも事実である。今

回のアンケート調査結果から，タブレット端末の利用を促進するためにはきちんとし

た授業プランを合わせて提案していく必要を感じた。 

 

４．まとめと今後の課題 
本論文は小・中学生に対するタブレット端末を活用した教育実践とアンケート調査

報告，および小・中学校教員に対するタブレット端末の教育利用に関するアンケート

調査の結果報告である。今回の調査はタブレット端末の教育機器としての可能性を見

極める目的のために実施したものであるが，その結果を大まかにまとめてみたい。 
最初に挙げたいのが，教育機器としてのタブレット端末の魅力である。今回の調査

から，操作が簡単であることがタブレット端末の最大の魅力であることが判明した。

これは授業実践者である教員，受講者である児童・生徒ともに共通した評価である。

また画面が大きくて見やすいことも，教育機器としての魅力であることも分かった。

以上より，入力訓練の必要がなく操作性に優れるタブレット端末は，小・中学校現場

での教育効果が期待できると結論付けられる。次に挙げたいのが，タブレット端末な

らではのアプリケーションが，教育に与える影響である。タブレット端末用の電子書

籍や手書き入力可能なアプリケーション及び天体観測アプリケーション等を利用する

ことが，情報機器や学習への興味・理解を深めるうえで大いに期待できそうなことが

今回の授業実践及びアンケート調査で分かった。言い換えるとタブレット端末の特性
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を生かしたアプリケーションの存在が，教育をおこなう上で大切であるということが

確認できた。なおそれを生かす周到な授業プランが重要であることは，言うまでもな

いであろう。 

最後にタブレット端末の教育利用に関する今後の展望について述べてみたい。今回

の授業実践・アンケート調査は，現時点での小・中学校での無線ＬＡＮの整備状況等

のため，ネットワーク接続をした利用が出来なかった。タブレット端末本来の魅力を

出すためには，ネットワークへの接続は必要不可けるであろうが，設置費用やセキュ

リティの整備等の課題があり，各教室で無線ＬＡＮが自由に利用できるまで今しばら

くの時間がかかると予想される。いずれにしてもネットワーク接続した場合の教育効

果については，別途調べる必要がある。また情報機器に過度に頼った授業は問題を引

き起こす可能性があることにも，注意を払うべきである。タブレット端末のような新

しいメディアを利用する場合は，その長所だけでなく欠点や限界をよく知った上で，

それに振り回されない利用をおこなうことが必要であろう。 
タブレット端末は開発されてまだ十分な時間が経過しておらず，教育機器としては

もちろん情報機器としての魅力も未知数な部分が多い。しかし今回の教育実践を通し

て，教育機器としての可能性を携帯電話以上に感じたことも事実である。タブレット

端末が今後どのような進化を遂げていくのか不明であるが，パソコンや携帯電話では

実現が難しかった教育活用法を，これら第三の情報機器で実現出来そうに思える。今

後とも様々な分野・単元における利用例が蓄積され，教育機器としての活用法が確立

されることを切に願っている。 
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